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─
「
理
想
」
と
「
現
実
」
の
狭
間
で
葛
藤
す
る
登
場
人
物
た
ち

─	

藤
井
里
可
子

中
原
中
也
論
─
死
生
観
・
泰
子
・
リ
ズ
ム

─	

古
田　

千
冴

『
源
氏
物
語
』
明
石
の
君
論	

星　

英
理
子

美
化
語
に
つ
い
て	

堀
内　

結
衣

小
川
洋
子
『
妊
娠
カ
レ
ン
ダ
ー
』
論　

	

─
毒
薬
で
隠
さ
れ
た
真
の
恐
怖

─	

堀
江　

南
実

「
言
葉
づ
か
い
」
が
相
手
に
与
え
る
印
象
に
つ
い
て　

	

─
相
手
に
よ
る
「
言
葉
の
選
択

─	

槇
島　

由
莉

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
』
論
─
語
り
手
の
介
入
の
必
要
性

─	

増
田　

真
子

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
多
様
化	

松
土　

愛
菜

安
部
公
房
『
砂
の
女
』
論
─
男
は
な
ぜ
逃
げ
な
か
っ
た
の
か

─	

松
本
菜
々
子

現
代
社
会
に
お
け
る
「
女
こ
と
ば
」	

光
山　
　

薫

少
年
の
生
と
死
─
国
木
田
独
歩
『
春
の
鳥
』
論

─	

宮
田　

冴
海

島
本
理
生
論	

宮
本　

夏
希

『
更
級
日
記
』
論	
武
藤　

紗
耶

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
に
つ
い
て	
村
田　

絵
梨

芥
川
龍
之
介
『
舞
踏
会
』
論	
室
伏　
　

彩

い
っ
ぱ
い
・
た
く
さ
ん
か
ら
考
え
る
類
義
語	

安
川　

文
音

褒
め
言
葉
に
対
す
る
返
答	

矢
野　

朱
夏

樋
口
一
葉
作
品
に
お
け
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て	

山
口
亜
理
寿

谷
崎
潤
一
郎
『
秘
密
』
論	

吉
田　

優
美

近
代
女
性
文
学
に
お
け
る
女
性
と
家
父
長
制
に
つ
い
て	

渡
邊　

百
華

遠
藤
周
作
『
沈
黙
』
論
─
各
々
の
「
神
」
の
存
在

─	

五
十
嵐
茉
穂

樋
口
一
葉
の
小
説
を
中
心
に
し
て
見
る
当
時
の
女
性
の
生
活	

	

齋
藤　

夏
海

津
島
佑
子
『
電
気
馬
』
論　

	

─
「
雪
少
女
」「
サ
ヨ
ヒ
メ
」「
電
気
馬
」
─	

齋
藤　

花
琳

言
葉
と
他
者
と
の
関
係
性　

	

─
江
國
香
織
『
デ
ュ
ー
ク
』
と
太
宰
治
『
浦
島
さ
ん
』
─	

武
井　

理
紗

大
学
院
修
士
課
程
国
語
国
文
学
専
攻
第
二
十
六
回
生

修
士
論
文
題
目

─
─
令
和
三
年
修
了
─
─




